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参加者：1 年生５人、２年生５人、３年生５人、４年生５人、５年生４人 

スタッフ：高村、立枩、神谷、西河、小久保、日置、山田、西村、杉野、佐々木、平松/11 人 

 

■準備 

・学会、運動会があり早め早めに準備できたことはよかった 

・2 枚ほど画質補正の関係で、本物と写真の色味が変わってしまった。 

それを踏まえて写真撮影～製作物まで考慮すべきだった。 

・解答に誤りがあり、当日修正した。事前のチェックをしっかりすべきであった。 

 

■本番 

・音の質が（再生音、動画、携帯）で若干変わってきた。 

 今回は妥協してしまった部分もあったが調整できるなら調整すべきだった。 

・いしぐれホールのプロジェクタの調子が悪く軽いハプニングが起こったが、 

 予備のプロジェクタを持参した点はよかった。 

・プロジェクタの前でいたずらをする子に十分な注意を促せなかった。 

・全チーム解けない問題が１問あった。難易度の調整が必要。 

・最初にチーム別問題で出発点をバラバラにしたのは他のチームを気にせず進行できたのでよか

ったと思う。 

・ヒントの冊子があまり活用されてなかった。 

・会議中の場所があり、迷惑をかけてしまった。 

 

■課題 

・探す系の企画で早めの準備ができたことはよかったが、事前準備の段階でのミスが多少あった

ので、減らす必要がある。 

・音を使うことで子どもの集中が高まっていたように思える。今後も音を織り交ぜることについ

て機会があれば試す価値はあると思う。 

・今回は前回に加えスタッフで２年生と３年生が参加してくれたが、次回も増える場合車が足り

なくなる可能性がある。 

・今回は参加賞を笛に変えたが、反応は思っていたより良かった。そのため値段の調整がきくな

らば今後も参加賞にバリエーションを出してもいいと思う。 

・音を用いる場合の再生機器で子どもにも扱いやすいものを見つける。また、音を出すためのア

イテム（棒など）を用いることを検討。 

・できれば写真内に建築要素を含める。 

・音中心で行くならば音問題をもっと増やし、写真問題自体は減らしてもいいのでは。 


